
























































































ジェームズ・マッキントッシュ（Sir James Mackintosh， １７６５－１８３２）とサー・サミュエル・ロミリー
（Sir Samuel Romilly， １７５７－１８１８）の政治的、思想的背景について、彼らの生い立ちや著書などを
参考に考察し、彼らが「エジプシャン」取締法廃止を支持した理由の分析を行う。

















































握っていた。首相には、ウィリアム・ピット（小ピット、William Pitt， １７５９－１８０６， 首相在任期間： 
１７８３－１８０１， １８０４－１８０６）、スペンサ ・ーパーシヴァル（Spencer Perceval， １７６２－１８１２， 首相在任期間： 

















（Charles James Fox， １７４９－１８０６）がいる。彼は、ヘンリー・ペラム首相（Henry Pelham， １６９４－
１７５４， 首相在任期間： １７４３－１７５４）時代に大蔵主計大臣（１７５７－１７６５）などを歴任したホイッグ党













（２２ Henry VIII． c． １０）
「エジプシャン」取締法
１５５４年
（１＆２ Philip and Mary． c． ４）
「エジプシャン」取締法
１５６２年（５ Elizabeth． c． ２０） 「エジプシャン」取締法
１７４４年




（２３ George． III． c． ５１）
１５６２年の「エジプシャン」取締法の廃止
１８１２年





（１ George IV． c． １１６）
１５５４年の「エジプシャン」取締法の廃止
１８２４年









も用いられる極悪な法（a felonious act in any person found in the company of the persons denominated 
Egyptians ：ハンサードより引用）」を挙げた。そして、これらの法に見られる刺激的なことばは、
エリザベスの前任者であるメアリー一世（Mary I， １５１６－１５５８， 在位： １５５３－１５５８）、そしてヘンリー





























ングランドの刑法についての報告：死刑と執行方法にかんして』（Observations on the Criminal Law 












をはじめジェームズ一世（James I， １５６６－１６２５， 在位： １６０３－１６２５）、チャールズ二世（Charles II， 






























ような忌むべき生活とともに」（with suche abhominable lyving as in not in any Christian Realme to be 




























る４７。彼は若い頃に、ジャン＝ジャック・ルソー（Jean － Jacques Rousseau， １７１２－１７７８）、チェーザレ・




し、著書『犯罪と刑罰』（Dei Delitti e Delle Pene，１７６４）において、厳しい刑罰、拷問、そして死
刑を批判した人物である。ベッカリーアが提起した諸原理は、ヴォルテールら啓蒙思想家に支持さ
れ、また啓蒙専制君主として当時の思想家たちから信望を集めていたプロイセン王フリードリヒ二
世（Friedrich II， １７１２－１７８６， 在位： １７４０－１７８６）、ロシアの女帝エカチェリーナ二世（Yekaterina 
II， １７２９－１７９６， 在位： １７６２－１７９６）、スウェーデン王グスタフ三世（Gustav III， １７４６－１７９２， 在位： 
１７７１－１７９２）、神聖ローマ皇帝レオポルト二世（Leopold II， １７４７－１７９２， 在位： １７９０－１７９２）、そ

















































ン卿（Henry John Temple, ３rd Viscount Palmerston， １７８４－１８６５， 首相在任期間： １８５５－１８５８， １８５９










フランス革命の大義を擁護する熱烈な論著『フランス革命の擁護』（Vindiciae Gellicae: A Defence of 
the French Revolution and its English Admirers， １７９１）を刊行した。この著書は、１７９０年のエドマンド・














































































































１　Turner, C. J. Ribton, A History of Vagrants and Vagrancy and Beggars and Begging, London, Chapman and Hall, 
１８８７. ４８５.
　　ヘンリー七世（Henry VII, １４５７－１５０９, 在位： １４８５－１５０９）の統治２０年の頃、イングランド人と互いの
言語を教え合ったり占いをしたりするエジプシャンがいたと、１６１４年の『奇術と手品のわざ』（The Art of 
Jugling or Legerdemaine）に書かれているとされる。
２　２２ Hen. VIII. c.１０
　　アンガス・フレーザーによると、１５３０年のエジプシャン取締法はエジプシャン増加が原因で制定された 





４８６； Fraser １１４； Mayall, David, English Gypsies and State Policies, Hatfield, University of Hertfordshire Press, 
１９９５. ２０）。






５　４ ＆ ５ William. IV. c. ７６
６　２０１８年２月７日付で、１８２４年の浮浪者取締法廃止法案が下院の第二読会で審議されている。
　　https：//services.parliament.uk/bills/２０１７－１９/vagrancyrepeal.html （２０１８年１１月２９日最終閲覧） 
７　Cressy, David, Gypsies： An English History, Oxford, Oxford University Press, ２０１８. Introduction x.
　　なお、彼らの呼び名にかんしては、研究分野によってさまざまな見解がある。例えば、これまでエジプシャ
ン（Egyptian, Egiptian, etc. ）から転訛したとされるジプシー（Gypsy, Gipsy, Gypsey, etc. ）と、近代以降に自
称として広く知られるようになったロマ（Roma）やロマニ（Romani, Romany）は、同じ文脈で語るべきで
はない、と主張する研究もある（cf. Timbers, Frances, ‘The Damned Fraternitie’： Constructing Gypsy Identity in 
Early Modern England, １５００－１７００, New York, Routledge, ２０１６. ）。
８　Mayall, David, Gypsy－travellers in Nineteenth－Century Society. Cambridge, Cambridge University Press, １９８８. 
９０.
９　Mayall, English Gypsies, ２９.
１０　Fraser １３６.











以下のようになる。数が多いため、法番号と年代（カッコ内）のみとする。２５ Geo. II. c. ３６ （１７５１－２）, ２６ 
Geo. II. c. ３４ （１７５３）, ２８ Geo. II. c. １９ （１７５５）, ６ Geo. III. c. ４８ （１７６６）, ９ Geo. III. c. ４１ （１７６８）, ２２ Geo. III. c. 
８３ （１７８２）, ２３ Geo. III. c. ５１ （１７８２－３）, ２３ Geo. III. c. ８８ （１７８２－３）, ２７ Geo. III. c. １ （１７８７）, ２７ Geo. III. c. 
１１ （１７８７）, ３２ Geo. III. c. ４５ （１７９２）, ３５ Geo. III. c. １０１ （１７９５）, ３９＆４０ Geo. III. c. ５０ （１８００）, ３９＆４０ Geo. III. c. 
８７, s. １２ （１８００）, ４２ Geo. III. c. ７６ （１８０２）, ４２ Geo. III. c. １１９ （１８０２）, ４３ Geo. III. c. ６１ （１８０３）, ４５ Geo. III. c. 
６６ （１８０５）, ４６ Geo. III. c. １４８ （１８０６）, ４９ Geo. III. c. １２４ （１８０９）, ５０ Geo. III. c. ５２ （１８１０）, ５１ Geo. III. c. １１９, s. 
１８ （１８１１）, ５２ Geo. III. c. ３１ （１８１２）, ５４ Geo. III. c. ３７, s. １８. （１８１３）, ５７ Geo. III. c. ９０ s. ５ （１８１７）, ５９ Geo. 
III. c. １２, s. ３３ （１８１９）, １＆２ Geo. IV. c. １１８, s. １ （１８２０）, ３ Geo. IV. c. ４０ （１８２２）, ４ Geo. IV. c. ５４, s. ５ 
（１８２３）, ４ Geo. IV. c. ６４ （１８２３）.　（Turner, op. cit., pp. ６８２－６８３） 





１６　１７ Geo. II. c. ５
　　この条文の「エジプシャン」はイタリックで表記されている（Egyptians）。
１７　５ Geo. IV. c. ８３
１８　５ Eliz. c. ２０
　　１５６２年法のタイトルは「エジプシャンと自称する流れ者の処罰についての法」である。
１９　Mayall, English Gypsies, ２２.
２０　Fraser １３２.
２１　Evans, Eric J., The Forging of the Modern State： Early Industrial Britain １７８３－１８７０ . Longman, New York, 
１９８３. ５６, ６０.









２９　House of Commons Hansard’s, Parliamentary Debates, vol. ２１, cols. ７０１－７０３. （０７ February １８１２）
３０　Bill to repeal act ３９th Elizabeth against Lewd and Wandering Persons Pretending to be Soldiers or Mariners.
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と偽装した罪に問われ、全員が死刑となった（Fraser １３２－１３３）。cf. Thompson, T. W., ‘Consorting with and 
counterfeiting Egyptians’, JGLS （３）, ２, １９２３. ８１－９３. 
　　また、１５９６年、ヨークシャーにて１９６名が逮捕され、裁判の結果９人が処刑され、１８７名が出生　地に連れ
戻された（Fraser １３２－１３３）。放浪するエジプシャンであるという理由から処刑された最後の事例は、１６５０
年代のベリー・セントエドマンズ（Bury St Edmunds）による巡回裁判での１３人とされる（Fraser １３２－１３３）。
３６　２３ Geo. III, c. ５１
３７　Cressy ７５.
３８　Romilly, Samuel, Observations on the Criminal Law of England： As it Relates to Capital Punishments, and on 
the Mode in which it is Administered, London, １８１０. ５.
３９　Handler, Philip, ‘James Mackintosh and Early Nineteenth － Century Criminal Law’, The Historical Journal （５８）, 
３, ２０１５. ７５７－７７９.
　　https：//www.cambridge.org/core/services/aop － cambridge － core/content/view/ １ EF ０ F１３０７７６３５C９６０
EE５４０９C９２F １A ２AD/S００１８２４６X１４０００６２４a.pdf/james ＿ mackintosh ＿ and ＿ early ＿ nineteenthcentury ＿
criminal ＿ law.pdf （２０１８/０９/２５最終閲覧）







English Gypsies, ２１－２２ ）。なぜなら、邪悪で怠惰で、そして神を信じない生活および集団を捨て、誠実で有
能な者に仕え、合法的な職に就くならば、ジプシーは刑事訴追を免れることができる、とされたためである
（Turner ４８９； Fraser １３０－１３１）。
４５　Mackintosh, Robert James （ed.）, Memoirs of the Life of the Right Honourable Sir James Mackintosh, vol. １, 


















５４　Stephen, Leslie and Lee, Sidney （eds.）, The Dictionary of National Biography： Founded in １８８２ by George 
Smith： from the Earliest Times to １９００ , XVII, Oxford, Oxford University Press, １９５９－１９６０. １８８－１９１； 
　　https：//www.britannica.com/biography/Samuel － Romilly （２０１８/０９/２５最終閲覧）
５５　https：//www.britannica.com/biography/Jeremy － Bentham （２０１８/０９/２４最終閲覧）










６４　The Dictionary of National Biography XII, ６１７－６２１.
６５　マッキントッシュは、のちに長男に「チャールズ・ジェームズ・フォックス・マッキントッシュ」と名づ
けている。
６６　The Dictionary of National Biography, XII, ６１７－６２１.
　　スコットランドは、１７世紀の王位継承問題をめぐる議会の分裂以降、ホイッグ党とかかわりが深いとされる。




















７５　ホランド・ハウスには、詩人のバイロン卿（George Gordon Byron, １７８８－１８２４）や、アダム・スミスに
師事したジョン・ミラー（John Millar, １７３５－１８０１）なども訪れていた。なお、ジョン・ミラーによる著書
『イングランド統治史論（An Historical View of the English Government, from the Settlement of the Saxons in 
Britain to the Revolution in １６８８ . To Which Are Subjoined, Some Dissertations Connected with the History of the 





７８　O’ Leary, Patrick, Sir James Mackintosh： the Whig Cicero, Aberdeen, Aberdeen University Press, １９８９. １０； 
Handler ７６０.
７９　Handler ７７４.
８０　Haakonssen, Knud, Natural Law and Moral Philosophy： from Grotius to the Scottish Enlightenment, Cambridge, 
Cambridge University Press, １９９６. ２６１－２９３； Handler ７７４.
８１　Mackintosh, James, Dissertation on the Progress of Ethical Philosophy： Chiefly during the Seventeenth and 





８４　Lieberman, David, The Province of Legislation Determined： Legal Theory in Eighteenth－Century Britain, 
Cambridge, Cambridge University Press, １９８９. １９９－２１６. 





















９７　Philipson, Coleman, Three Criminal Law Reformers： Beccaria, Bentham, Romilly, Montclair, Patterson Smith, 
１９２３. ２８１； 大谷 ９５頁。
９８　大谷 ９４頁。
９９　新救貧法の基礎をなす原則の一つに均一処遇の原則（the Principle of National Uniformity）があり、教区毎
の救済費負担の差異や無駄を減らし、中央集権化を推し進める目的があったとされる（田代不二男、『英国
の救貧制度』、有斐閣、１９５８、８５－８６頁）。

